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流通流通BMSBMSの導入事例の導入事例

2008 年11月27日
㈱平和堂 情報管理部

中島 勝



今日、お話する事今日、お話する事

1.  平和堂のご紹介

2. 標準化活動の取組み

3.  流通BMSの導入

4.  流通BMSの期待効果と拡大計画



平和堂平和堂 会社概要会社概要

本社 彦根市



出店エリアと営業概況出店エリアと営業概況



店舗スタイル店舗スタイル SMSM～～GMSGMS

中型店

大型ＧＭＳ

小型ＳＭ



海外への出店海外への出店 ((中国中国 湖南省湖南省 長沙市長沙市 百貨店百貨店))

湖南平和堂（本店） 湖南平和堂（東塘店）

開店: 2007年9月 営業面積 ３３，９０４㎡

建物構造 地上２７階 地下４階
店舗は地下２階～地上６階、地下３，４階は駐車場
（７階以上はツインタワーマンション） ‘とんたんてん

開店: 1998年11月 営業面積 47,395㎡

商業ビル:77,679㎡ ｵﾌｨｽﾋﾞﾙ:33,540㎡
計111,249㎡ 建物構造 地上２８階 地下３階
店舗は地下１階～地上７階、地下２,３階 駐車場

（地上８階以上はオフィスビル）
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2.  2.  標準化活動の取組み標準化活動の取組み



標準化作業の進め方標準化作業の進め方

小売の実務担当者が集まり、標準化の作業を進めた

小売企業10数社のEDI項目
(現行JCA-EDIデ-タ-)

検討の叩き台

EDIﾒｯｾ-ｼﾞ・標準化作業ｼ-ﾄ

ﾒ-ｶ-様・卸様等の
意見・要望

次世代EDI標準ﾒｯｾ-ｼﾞ案

複数小売 + 卸による実証

標準化作業の合意事項

●現行業務を担保する事

●各社固有のシステムを
主張しない事



EDIEDI標準化の内容標準化の内容

卸

・

メ
ー
カ
ー

小

売

共通基盤はデファクトスタンダ－ドの中から選択



ス－パ－ス－パ－業界商材拡大業界商材拡大WGWG

合同情報システム委員会

小売の実務担当者が集まり、各社の項目を整理

2005年 代表企業 12社

2006年 代表企業 18社

2007年 小売4社 +  卸9社 共同実証 BMS 1.0

●2008年 小売7社 + 卸 +ｱﾊﾟﾚﾙ・生鮮数社 共同実証

日本チェ－ンストア協会 日本ス－ パ－マ－ケット協会



20072007年年 ス－パ－ス－パ－業界商材拡大業界商材拡大WGWG

㈱平和堂

◎アパレル産業協会を中心としたアパレル企業

◎生鮮分野(青果・食肉・水産)の生産者・卸・仲卸代表事業者



次世代EDI標準化WG

実装小売企業

20072007年年 共同実証ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ体制図共同実証ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ体制図

株式会社あらた

伊藤忠食品株式会社

ｴｺｰﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ株式会社

花王ｶｽﾀﾏｰﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 株式会社

（㈱花王販売）

株式会社国分

株式会社トーカン

株式会社パルタック

株式会社山星屋

株式会社菱食

共
同
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

イオン株式会社

株式会社ダイエー

ユニー株式会社

株式会社平和堂

実装卸売企業



20072007年年 共同実証共同実証PJTPJTの進め方の進め方

流通BMS Ver1.0の確定



2007 2007 共同実証評価結果共同実証評価結果

流通ビジネスメッセ－ジは使える事が実証された! !



個別対応の削減個別対応の削減 メッセージ項目メッセージ項目//構造の充足度構造の充足度

◆実装企業１３社は、現行業務を担保しながら本番運用を開始。
⇒今回の流通ビジネスメッセージ標準は、

実用に値するものであることが証明された。

◆今回対象範囲の業務における個別対応は減少した。
⇒流通ビジネスメッセージ標準の採用による効果が実証できた。

流通ビジネスメッセージ標準を採用することで、
現行業務を担保しながら、個別対応を減少させることが可能。

⇒取引先追加時の工数は減少する

９社９社０社０社出荷

１２社１２社０社０社発注

回答数減った変化なし増えた業務

個別対応の変化



個別対応の削減個別対応の削減 維持維持//保守費用に関する変化保守費用に関する変化

－10以上 ⇒ 5以下個別マスタ項目

約20 ⇒ 130以上 ⇒ 10以下個別テーブル

約700本 ⇒ 1本5,000本以上 ⇒ 100本以下
個別対応

プログラム本数

Ｂ 卸 企 業Ａ 卸 企 業

小売全社が「流通ビジネスメッセージ標準」に移行した場合の
卸企業のシステム資源変化予測

◆◆ 個別対応プログラム個別対応プログラム本数は本数は５０分１以下５０分１以下に削減が可能に削減が可能

◆◆ 個別マスタ・テーブル個別マスタ・テーブルはは５分１以下５分１以下に削減が可能に削減が可能

＜前提条件：完全移行したらの試算＞



通信時間の削減通信時間の削減



通信時間の削減通信時間の削減 通信時間や通信時間やﾃﾞﾃﾞ--ﾀﾀ--ｻｲｽﾞｻｲｽﾞの変化の変化



通信通信時間時間のの実測結果実測結果 待ち時間の短縮待ち時間の短縮

受
信
待
時
間

事例：発注データ 4,638件をJ手順と流通ビジネスメッセージ標準データとしてXML変換しデータ交換した場合の比較

通
信
時
間

14分

38分

52分

JCA手順

到
達
時
間

XML変換 33秒
送信時間 51秒

BMS手順

取引先への実質到達時間は51秒

1.6%の時間に短縮

Jも必要

ＸＭＬ変換

01 : 2400 : 5100 : 3300 : 00XML-EDI

52 : 0814 : 0838 : 00J手順

スループット通信時間ＸＭＬ変換通信待機時間

JJ手順手順 vsvs BMSBMSの通信処理時間比較の通信処理時間比較

997.37.3%%削減削減

590KB
INS-C 9.6K

4.7MB

50分短縮

※ 当社での通信最長取引先は50分。実例からは3分程度に短縮試算

14分が1分以内へ大きな通信時間短縮効果ですが、一番大
きい効果は、最終到達時間が50分強短縮された事です。!

PUSH型にて小売の送信完了で即取引先様は待時間しで取出せる。

発注〆時間 処理時間 取引先取出し

従来JCA    12:10〆 12:10～30分 13:20～40分

新BMS 12:10〆 12:30完了 12:31～40分
配信全て完了



◆小売 カテゴリ別導入効果（４社平均）

【グロサリ】
手書き伝票 178,033 枚/月
システム発注分 1,419,294 枚/月
伝票レス伝票 1,172,965 枚/月
伝票レス比率 73.3%

手書き伝票 90,306 枚/月
システム発注分 1,466,571 枚/月
伝票レス伝票 1,075,253 枚/月
伝票レス比率 72.9%

手書き伝票 532,091 枚/月
システム発注分 1,765,319 枚/月
伝票レス伝票 1,643,574   枚/月
伝票レス比率 63.8%

●小売メリット⇒処理費用（※）、保管のコスト削減

●卸メリット⇒伝票代、処理費用（※）、伝票印字、ハード、プログラム開発のコスト削減

（※）処理費用とは、パンチ代やその他人件費、伝票処理に関わる費用（受領書の処理など）

小売・卸双方の業界全体で莫大な省資源化、コスト低減への期待

【生 鮮】【アパレル】

伝票レス化の効果 (小売・卸)伝票レス伝票レス化の効果化の効果 ((小売・卸小売・卸))
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2008年



流通流通BMSBMSの導入工数の導入工数



流通流通BMSBMSの導入工数事例の導入工数事例 -- 小売、卸小売、卸



20082008年度共同実証評価結果年度共同実証評価結果

① ② ③



① メッセメッセ--ジ精度の確保ジ精度の確保



② イフフラ課題の解決イフフラ課題の解決



③③ 商材拡大への手応え商材拡大への手応え



共同実証のまとめ共同実証のまとめ



20082008年度継続検討課題年度継続検討課題

残るJCAからの全面置換え環境の整備

2. 物流標準ラベルの適用

3. 各業界間調整 変更要求方式の確立

1-1 卸関連

預りDCﾒｯｾ-ｼ関連ﾞ

1-2 ｱﾊﾟﾚﾙ関連

・納品提案

・消化取引関連

1-3 生鮮関連

・標準商品ｺ-ﾄﾞ

・生鮮3分野標準

1. 共通検討課題

①商品マスタ-項目 ④中小企業向けEDI普及

②POS情報標準化 ⑤伝票レス

③発注予定メッセ-ジ ⑥個別フォ-マットEDI標準



21年度
以降

15-16年度
基礎調査・研究

17-18年度
標準化検討と実証

19年度 20年度

次
世
代
標
準E

D
I

シ
ス
テ
ム

次
世
代
標
準E

D
I

シ
ス
テ
ム

イ
ン
フ
ラ
の
整
備

イ
ン
フ
ラ
の
整
備

設計
開発

実証
実験

取引プロセス
モデルの検討

基本形の標準化検討
物流系、情報系メッセージ検討

（在庫預り型DC、POS/在庫データ 等）

業種の拡大検討（生鮮）

共同実証
（生鮮、ｱﾊﾟﾚﾙ）

共同
実証

小売４社
卸９社

通信プロトコル、セキュリティの検討

標準の維持管理体制の検討

スーパー業界の標準化ロードマップスーパー業界の標準化ロードマップ

実用化と普及拡大へ

民間企業による認証局サービス開始

協議会設立へ

日本チェーンストア協会、日本スーパーマーケット協会と協働

JX手順の検討／開発

本番稼動へ

業種の拡大検討（アパレル）

本番稼動へ

業種の拡大検討
（対象検討中）
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3.  3.  標準標準BMSBMS導入の取組み導入の取組み



６業務･６業務･８ﾒｯｾｰｼﾞ８ﾒｯｾｰｼﾞを標準化を標準化

卸・メーカー 小 売

商品ﾏｽﾀ登録

発 注

検 品

支 払

商品ﾏｽﾀ登録

センタ在庫補充

値札作成

受 注

出 荷

消 込

売 掛

商品ﾏｽﾀ

発注修正ﾃﾞｰﾀ

集計表発注ﾃﾞｰﾀ

発注ﾃﾞｰﾀ

受領(伝票)ﾃﾞｰﾀ

返品受領ﾃﾞｰﾀ

返品ﾃﾞｰﾀ

支払案内ﾃﾞｰﾀ

請求ﾃﾞｰﾀ

（ＧＤＳ）

値札作成ﾃﾞｰﾀ

在庫補充

返 品

買掛

消込請 求

返品受領

小売へ

小売から

卸･ﾒｰｶｰから

卸･ﾒｰｶｰへ

出荷(伝票)ﾃﾞｰﾀ

出荷(梱包)紐付：無

出荷(梱包)紐付：有

返品ﾃﾞｰﾀ

出荷(梱)紐付：無

出荷(梱)紐付：無

現状EDI化していない
今回は対象外。

ITFで自動検品・仕訳してい
るので、今回は対象外

2008ｱﾊﾟﾚﾙ取組み



平和堂 ③ＡＳＰ経由

流通ＢＭＳ取引先
（ｅｂＸＭＬ）

（菱食・伊藤忠食品・
花王ＣＭＳ）

卸

流通ＢＭＳ取引先
（ＪＸ取引先）

（ルシアン）
2008.3月

Internet
全銀

TCP/IP

既存ＥＤＩ取引先ＪＣＡ／全銀／
全銀TCP/IP

ASPサービス

基幹ｼｽﾃﾑ

ＥＤＩｻｰﾊﾞｰ
ebXMLｻｰﾊﾞｰ

JXｻｰﾊﾞｰ

②ＶＡＮ経由

全銀
TCP/IP ＪＣＡ

VANサービス

（固定長）

（固定長⇔XML）

平和堂の平和堂の33つのつのEDIEDI方式と方式とＢＭＳ接続形態

Internet

① 自社直



流通BMSの具体的な導入ステップ流通流通BMSBMSの具体的な導入ステップの具体的な導入ステップ

２．流通BMSと「伝票」「SCMﾗﾍﾞﾙ」の印字仕様の作成２．流通BMSと「伝票」「SCMﾗﾍﾞﾙ」の印字仕様の作成

３．接続仕様の作成３．接続仕様の作成

１．既存ﾒｯｾｰｼﾞと流通BMSのﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ、ｺｰﾄﾞ変換表作成１．既存ﾒｯｾｰｼﾞと流通BMSのﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ、ｺｰﾄﾞ変換表作成

４．既存EDI ⇒ 流通BMS 切替手順の作成４．既存EDI ⇒ 流通BMS 切替手順の作成

５．テスト仕様の作成５．テスト仕様の作成

６．テスト、併行稼動６．テスト、併行稼動

７．本番稼動７．本番稼動



＜参考＞＜参考＞ マッピングシート（記入サンプル）マッピングシート（記入サンプル）

＜参考＞＜参考＞
マッピングシートマッピングシート
（記入サンプル）（記入サンプル）



＜参考＞＜参考＞ 共通確認シート共通確認シート （設定サンプル）（設定サンプル）



＜参考＞＜参考＞伝票、ﾗﾍﾞﾙ印字のマッピング伝票、ﾗﾍﾞﾙ印字のマッピング
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4.  4.  標準標準BMSBMS期待効果と拡大期待効果と拡大



BMSBMSに期待している効果に期待している効果

1. EDIの進展・拡大

●EOS発注だが、取引先様とは伝票発行渡し。 電話･FAX発注

・・・・ファッション商品等の取引先(伝票郵送)

・・・・零細企業(地産地消、個店取引)

人手、紙ベ-スからデジタル化、省力化、自動化

●現行50%弱を70%程度まで拡大(20%UPは年間で300万枚相当)

小売、取引先様の双方での大きな省資源化、省力化、コスト削減

2. 伝票レス化Iの推進

3 双方のコスト削減

●インタ－ネットによる通信費減 ●標準化による個別対応・運用減

●伝レスによる入力・紙保管費用減 ●物流コスト減



発注手段の現状・・・電話～発注手段の現状・・・電話～EDIEDIまでまで66手段も使い分け手段も使い分け

Internet

① 電話発注 MAN  TO  MAN 

② 伝票郵送

③ FAX-EOS

④ EDI (JCA) 現在のメイン (公衆回線,INS)

伝発、袋詰

FAX受信 ｺﾋﾟ-

伝票レス

手書発行

2～3日後の受取

⑤ WEB-EDI (生鮮) 非標準

⑥ 流通BMS  (今後のEDI標準)



まだまだEDIEDIが出来ていない商品群、取引先が出来ていない商品群、取引先 ((社数は多い社数は多い!!))

1.銘店(お土産菓子等)・・・電話・FAX

● 流通BMSでEDI化の進展を図る ==== 取引先様の省力化がポイント

2.地元零細商店(地産地消)・・・FAX出力配信

6.タバコ・・発注のみEOS、納品･請求･支払は全てJT方式

3.産地直送(ギフト:委託業者取り纏め)

4.ﾌｧｯｼｮﾝ(継続性不安定・零細ﾏﾝｼｮﾝﾒ-ｶ-等) ・・・伝発・郵送

5.家電・・お客様毎のｵﾌﾟｼｮﾝ,価格設定,業者手配まではO/L



伝票レス化による削減効果内容伝票レス化による削減効果内容

伝票整理保管 期限後廃棄 仕入計上の入力作業

ｵﾝﾗｲﾝ受注

＋

◆伝票レスではあるが、完全なﾍﾟ-ﾊﾟ-ﾚｽ化ではない。

◆伝票=紙について回る大きなコストの削減

・伝票1枚は数円だが、下記の発行～廃棄までの人件費は百円以上!! (¥15～¥20/分)

・しかも、小売,取引先の双方で発生。 更に別途,伝票入力コストが!



通信設備。費用の削減通信設備。費用の削減 ((全面切換後全面切換後))

Internet

INS-C X 3本(6CH) 
9.6K,全銀TCP/IP64K

公衆回線 X 12本(2.4K)

専用回線 X 1本(100MB) 
光 ﾍﾞｽﾄｴﾌｫ-ﾄ型

現

行

切

換

後
Internet

●公衆回線12本は基本料金のみ削減だが、モデム保守や
回線増設対応を心配する必要が無くなる。

●公衆回線12本は基本料金のみ削減だが、モデム保守や
回線増設対応を心配する必要が無くなる。

INS-C X 1本(2CH) 



流通BMS導入についての全体評価流通流通BMSBMS導入についての導入についての全体全体評価評価

1 BMS運用について
通信障害も、エラ-も無く、現在、非常に安定運用出来ている。
サ-バ- TO サ-バ-、実証確認済のJX-Cの現行パタ－ンは拡大しても問題ない。

2 導入効果について
・通信スル－プット向上(待時間無し)、伝票レス(従来からも)、発注から決済までの

標準化など、取引先様のメリットが大きい。
・ 早く導入拡大しないと部分最適に留まる。(一部では業務全体は従来と変わらない)

3 課題
・非EDI企業への導入、伝票レス化の拡大推進、商材拡大等、双方の省力化・ｺｽﾄ低減

に向けて、導入拡大が急務。 (社数の多いJX-Cの稼動確認も取れた)



これからの導入拡大方針これからの導入拡大方針

⑤ 取引先説明会にて切換拡大推進 (H20年度)
・認証サ－ビス提供確立、JX-Cの安定稼動、伝票レス要件確立

が見えてきた。

① 現行 グロサリ3社からBMS拡大
・導入済企業、デ－タ－量の多い企業

・一括伝票伝票方式の取込 (総量納品 + 集計表店別明細)

② アパレル取引先様への拡大
・ルシアン様1社からの拡大･･･値札対応はOK
・未EDI(伝票郵送)取引先 ･･･安価JX、ASP方式 + 伝票レス

③ 非EDIのEDI化推進・・・社内課題取組み
・FAX、TEL発注取引先･･･個店地場取引、産地直送

④ MSG拡大による個別JCAの撤廃
・預かり在庫ｾﾝﾀ-型のﾃﾞ-ﾀ-交換、商品ﾏｽﾀ-交換、POS情報 etc



ITITベンダ－様へのお願いベンダ－様へのお願い

2. 拡大に向けて、安価なサ－ビス提供をお願いします。

1. 方向は間違いなく、”JCA  TO   BMS ”
＜拡大・成長する流通BMSへの迅速な対応 ＞

・ASPサ－ビス、JX-C (中小の大半がJX)
・商材／MSG拡大への迅速な対応

・商材拡大 グロサリ、アバレル、生鮮、ドラック
・MSG拡大 発注～決済 ＋ 商品マスタ-,POS情報,・・物流ラベル
・取引プロセス 消化取引プロセス、預かり在庫型センタ-プロセス
・コ－ド標準化 生鮮標準商品コ－ド
・JCA個別フォ-マット対応 BMSインフラ利用への標準化
・中小企業普及 WEB-EDIとの連携 (BMS-EDI)
・伝票レス化の要件整備



最後に・・・・・・最後に・・・・・・

● 現行の実証導入社数では、効果は部分最適留まり。
発注,物流の業務改革には、導入拡大による全体最適化が重要。

● 小売はもちろん卸さんも、又、JCA、JSA、流開センタ-、経産省の官民
一体でど真剣に、壁を越えて標準化に取組んだ例は、過去になかった。
それほど、現状EDI(JCA)への危機感・不便さが非常に大きかった。
今年度が経産省支援事業の最終年度、継続課題の解決と普及推進を !!

● 課題もありますが、対応・解決は時間の問題。ｱﾊﾟﾚﾙ,生鮮など商材拡大、
MSG拡張、取引プロセス拡大等、早いスピ-ドで着実に進展。

小売、卸さんの双方共に享受出来るメリットは大きく、業界全体の
最適化実現に向けて、是非、早期参画をお願い致します。
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